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　文化協会主催の文化夢まつりが中央公民館で開催され、日頃

の練習の成果が披露されました。

　 １ 日は声楽の部で、52人が熱唱されました。 ２ 日は詩吟・民

踊・表現文化の部で13の演目が行われ、客席を沸かせました。

発表された文化協会の皆さんは「また来年に向けて仲間と活動

を頑張りたいです」と笑顔で語ってみえました。

　また、両日とも講堂やロビーに盆栽や絵画、写真、花、陶芸、

ジュニア文化サークルなどの文化作品が展示され来場者の目を

楽しませていました。

文化夢まつり

▲美濃乃國水郷太鼓

 2

　ふれあいセンターで岐阜大学地域減災研究センター特任准教

授の村岡治道先生を招いて牧地区大規模災害に関する防災対策

講習会が開催されました。

　村岡先生は「まず、普段の １ 日を振り返り生活に要る物は何

か書きだしてください。そして、 １ 週間分を想定するとどれく

らいの量・重さになるかを想定してください。いざ避難するタ

イミングで運ぶことができない量や重さであれば、事前に地域

で協力して避難所に各々置いておくのも一つの手段です」など

の考え方を住民の方に伝えてくださいました。

牧地区防災対策講習会

▲今年は洪水について村岡准教授に講習していただきました
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　ふたばこども園の年長児13人が、戸田豊和さんの「むすぶ農

園」でトマトの収穫体験をしました。

　園児たちは大喜びで約40kgものトマトを収穫しました。収穫

しながらその場で食べた園児は「おいしい！もうひとつ！」と

笑顔で言っていました。

　戸田さんは「トマトや他の野菜が苦手な子もいます。こうやっ

て直接収穫をしたりすることで、野菜の苦手意識が無くなって

くれるとうれしいです」と話してくれました。

　

真っ赤なトマトに大喜び

▲ケースいっぱいに収穫したよ！
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　中央公民館で子ども議会が開催され、各小学校の ６ 年生が参

加しました。

　今年は名森小学校の安田彩七さんが議長を務め、各小学校の

代表児童が ２ 人ずつ「安八町で災害が起きたとき、どのような

対応をお考えですか」「災害に備えて、どこにどんなものが備

蓄してありますか」「今後どのようにＩＣＴ教育は変化してい

きますか」「議員としてどんな仕事をしていますか」など、町

長や議長に質問をしました。

　また、議場や役場の各課を見学し、行政について学びました。

子ども議会

▲町長に質問する児童
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